


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































? ?? ?? ??高田商会出資額
　1，000万円
　1，000
　　　300
　　　300
　　　100
　　　90
　　　100
14
更に，第一次大戦後の不況時にあっても，
　　「高田商會のみは反封に相攣らず積極方針を探り，心ある人をして，
其無謀なるを驚かしめて位であった。
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　　その上相場に手を出し，世人の眉をひそめしめた。果然益々損失を重
　　ぬるに至った。」
と，前出の『実業之日本』は記している。
　一方，累損を一掃するべく講じられた積極策が，高田商会の命取りになっ
ている。震災後の復興資材を大量に見込み輸入しているが，鉄道をはじめ，
電灯・電力会社から電気機械を大量に受注しており功を奏したかと思われた。
しかしながら，為替相場の暴落に直面して，高田商会は500万乃至600万円の
損失を蒙ることになった。
2．八幡製鉄所疑獄事件
　明治34年（1901〉2月に操業を開始した官営八幡製鉄所は，我国の軍備強
化と産業の発展に伴って，生産設備が次々と拡張されている。大正5年（1916）
の議会では第三期拡張費が可決され，大正7年には第四期拡張費が可決され
ている。
　八幡製鉄所はその設立時以降数次にわたる拡張工事に対して，クルップ，
アームストロングなど欧米先進諸国の製鉄技術を積極的に取り入れていた。
従って，欧州鉄鋼メーカーや製鉄機械メーカーの日本総代理店であった高田
商会が八幡製鉄所の納入業者に指定されるのは当然であった。
　第一次欧州大戦の勃発とともに，我国の鋼材需要は爆発的に増加しており，
民間の需要家は鋼材の確保に狂奔していた。このため，大正7年（1918）2
月の衆議院では，民間業者への鋼材払下げに関する疑惑が追求されていた。
そしてこの頃，疑惑の渦中にあった八幡製鉄所長官押川則吉は辞表を提出し
ていたが，自殺に及んでいる。
　その前年（大正6年）9月，八幡製鉄所，鉄道院九州鉄道管理局及び，福
岡鉱務署の幹部職員が福岡地方裁判所によって収監されている。同年12月に
は，平岡検事総長が福岡に下っており，九州一円の検事50余名を指揮するほ
どの一大疑獄事件に発展している。
　鋼材払下げそして，各種装置及び資材の購入に伴う八幡製鉄所関連の一連
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の不正事件が摘発される過程で600名の関係者が取調べを受けており，予審
で有罪となった者百数十名自殺者四名を出すに至っている。この事件の重大
さのため，一切の報道が差し止められていたが，翌年（大正7年）2月の押
川長官の自殺に伴って事件の全貌が明らかにされていった。
　裁判は，石炭納入に絡む福岡鉱務署及び鉄道院九州管理局そして，機械購
入に関する八幡製鉄所関係の三つに分割されて審理されているが，九州鉄道
管理局関係では三井物産石炭部長長岐繁が罰金250円の裁判を受けている。
　八幡製鉄所への機械納入に関する不正事件では，第二期及び第三期拡張工
事に関して高田商会が摘発されている。明治45年グーペー社及びデマーク社
からの建築資材114万円，大正5年のロール圧延装置等合計110万余円の納入
に閃して，更に第三期拡張工事分として合計80万円の資材を高田商会から購
入したことが，長年にわたる八幡製鉄所の汚職事件の一部として摘発される
ことになった。このため，合資会社高田商会無限責任社員高田信次郎が懲役
lO箇月，高田商会事務長柳谷巳之吉が同8箇月の判決を受けている。柳谷は，
既に記したように日露戦役当時の高田商会支店長代理であり，その時の功に
より叙勲している。
　大倉組もまた，ボイラー，ローラー圧延装置の納入に関する贈賄が摘発さ
れており，株式会社大倉組取締役大倉発身に対して懲役8箇月（執行猶予3
年）及び追徴金1万839円51銭5厘の有罪判決が出されている。前章に記し
た泰平組合の構成メンバーである三井物産，大倉組及び高田商会のいずれも
が，官営八幡製鉄所疑獄事件に関与していたことになる。
　シーメンス・ヴィッカース事件では，高田商会は訴追されていない。しか
しながら，大正3年5月29日，待命海軍中将松本和に対して懲役3年を申し
渡した海軍軍法会議判決書には，「高田慎蔵審問調書名中高田商会は安社
（アームストロング社一引用者）の代理店を致しておりましたが（後略）」
とある。また，待命海軍大佐沢崎寛猛を懲役1年の刑に処し，11，500円の追
徴を命じた判決書にも，「保証人高田慎蔵審問調書」が挙げられている
（『日本政治裁判史録　　大正』第一法規）。
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　シーメンス・ヴィッカース事件では，高田慎蔵もまた参考人として事情聴
取されたことは明らかである。更に，高田商会とは親しい問柄にあった予備
役海軍中将山内万寿治がこの事件に巻き込まれたことから，自殺を図ったこ
とは既に述べた通りである。
　大正4年12月の衆議院において泰平組合に関する疑惑がクローズ・アップ
された際には，高田慎蔵と前陸相寺内正毅との親交が追求されている。次い
で，大正6月に開始された八幡製作所疑獄事件では，娘婿の高田信次郎が収
監されその翌年には有罪判決を受けている。
　こうした不祥事の責任を負って，大正6年，66歳になっていた高田慎蔵は
大磯の別荘に隠棲している。
　既に触れたように，この頃の高田慎蔵は，全国でも有数の資産家として知
られていた。また，当時の資産家の例にもれず，高田慎蔵もまた美術品蒐集
家の仲問入りをしていた。大正6年5月，東京の秋元家所蔵品が売り立てら
れている。この時，目ぼしい美術品を手に入れた蒐集家として，横浜の豪商
で三渓園を今に残している原富太郎，住友男爵家とともに，高田慎蔵の名が
見られる（大正6年5月15日付大阪毎日新聞）。
　大正天皇の御即位を寿いで，大正4年には三井物産の長老益田孝とともに，
高田慎蔵は正五位勤三等に叙せられている。晩節を汚すことを恐れた慎蔵は，
迷うことなく隠棲生活に入っていったのだろう。そして，大正10年（1921）
10月，70歳で没している。
3．破綻への過程
　第一次欧州大戦当時の好景気によって，船成金など数多くの戦時成金が誕
生したが，神戸の鈴木商店，横浜の茂木商店などが貿易商の成金といわれて
いた。しかしながら，大正9年（1920）3月の株式大暴落をきっかけに，早
々と戦後不況に見舞われることになった。その年の5月には，三代にわたる
生糸商として知られていた茂木商店とその機関銀行である第七十四銀行が倒
産している。三井・三菱と並んで天下を三分すると豪語していた鈴木商店を
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筆頭に，高田商会，久原商事，古河商事などの有力な貿易商社も，この時の
不況によって大きな打撃を受けることになった。
　横浜の生糸貿易商を代表する存在であった茂木商店は，三代目茂木惣兵衛
の時代には，海運，保険あるいは大豆や薄荷（ハッカ）など明治期における
代表的な貿易商品を取扱うようになっていた。大正末期から昭和末期にかけ
て，1920年の茂木商店，1925年高田商会そして，1927年には鈴木商店と当時
の名門商社が相次いで崩壊しているが，茂木商店はその先駆けであった。
　大正9年の不況では，生糸及び綿糸が暴落しているが，これが茂木商店の
命取りとなった。従来，機械専門商社であった高田商会も，この頃には生糸
を取扱うようになっていた。大正9年（1920）11月現在の「高田商店人員表」
によれば，工事部，機械部，電気部などの営業部門に「生綜貿易部」が含ま
れており，16名の人員が配置されている。
　慎蔵の次女の入り婿であり，合資会社高田商会副社長を経て社長となった
高田釜吉は，生糸相場で産をなし「天下の糸平」と稻された田中平八の次男
であることは，これまでに記した通りである。高田商会本来の取扱商品構成
と全く異なる生糸に手を出すようになったのは，こうした背景と関係がある
のだろうか。いずれにせよ，生糸取引はこの頃の高田商会にとってマイナス
要因の一つとなっていた。
　高田釜吉と意見が異る広田理太郎が，大正期初頭に高田商会を辞している
ことは既に記した通りであるが，これまでに何度か引用した『実業之日本』
大正14年3月15日号には，「中堅社員八十名退社」の見出しがつけられた記
述がある。それによると，
　　　「大正六年頃には，東京高等商業，東京高等工業，神戸高商各學校の
　　出身にして，最も活動盛りの年齢と経験とを具備して居た中堅となるべ
　　き卓越した入才を失ふこと，實に七十八名の多きに達し，紡績機械技師
　　の如き四五名ありたる者，概ね同時に退社した為め，其係りは殆んど全
　　滅の姿となり，其他鑛山部に於ても少なからざる良社員を失ふたと云う
　　ことだ。」
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　続いて，退社した社員の「主なる顔振れを挙ぐれば」とレて，12名ほどの
氏名を掲げている。その役職は，陸海軍部長，調査部長，大阪支店技師長，
電気技師，技師といった実務に通じた中堅社員である。
　大正6年といえば，高田慎蔵が引退し，釜吉が社員に就任した時期である。
高田釜吉社長に不満を抱く中堅社員が大量に辞めていったのだろうが，80名
といえば高田商会全社員の一割を越える人数である。
　「かうした多数の忠直有為の中堅社員を一時に失った高田商会の當局者は，
好める社員を其れ其れ補充した」ものの，
　　　「社長の釜吉氏が放蕩三昧に身を持ち崩して居るのであるから，若い
　　社員は得たり賢しと，種々の名目の下に公然茶屋小屋に出入りし，誠實
　　勤勉の美風は地を沸へ，我れ勝ちに自分の，懐のみを肥さんと焦ったと
　　噂されてある。成程之れなら破綻するに至つたのも當然である。」
と厳しく批評している。
　ところで，千田夏光『皇軍“阿片”謀略』（汐文社）には，この頃の高田
商会が阿片を取扱ったという記述がある。
　「大正末期に三井・三菱とならぶ貿易商社に高田商会というのがあった。
第一次大戦後の経済不況なのか，さすがの高田商会も倒産寸前においこまれ
るのだが，このとき危機をのがれようと同社は阿片に手を出した。」そして，
「インドから貨物船“一艘”分の阿片を仕入れ」，中国に輸入しようとした。
　　　　　　　　　　　　　　　チンパンところが，「中国国民政府系秘密機関青幕」の妨害にあったためウラジオス
トークに入港させたが，ここで問題の貨物船を押収されてしまう。
　「このままでは完全倒産である。そこで高田商会の副社長池田勝次と高田
亀吉が，藤田勇になんとか工作してくれとたのんだ。」
　　　　　　　　　　　　カノ　高田慎蔵の三女の婿に池田諮次があり，高田家の一族として高田商会の出
資社員である。また，高田商会の二代目社長は高田釜吉である。従って，上
に引用されている池田勝次及び高田亀吉は，いずれも誤記であるが，この話
自体の信愚性も極めて疑わしい。
　新聞記者を経て新聞経営にたずさわっていた藤田勇は，日中戦争前後の頃
一183一
中川　　清
には政府の黒幕的存在となっていた。昭和21年6月，東京裁判の証言台に立っ
ている藤田は，帝国陸軍の阿片謀略に関係していたと目される人物であった。
東京裁判における藤田自身の証言によれば，昭和12年秋，イランからの阿片
輸入に関して三井物産と交渉があったことを認めている。昭和11年頃から同
15年にかけて，三井物産と三菱商事がイラン産の阿片を中国向けに輸入して
いた事実は，東京裁判の検事側から追求されている。この辺の事情について
は，江口圭一『日中アヘン戦争』　（岩波新書）に簡潔にまとめられており，
本稿のこの部分においても大いに参考させていただいた。
　藤田勇に絡む高田商会の阿片取扱いについては，これの信懸性を証明する
資料は存在しないと思われる。この時点から15年ほど時代が下がった頃の三
井及び三菱の両商社によるイラン産阿片の中国向け輸入と混同されたのかあ
るいは，この両商社による阿片輸入の史実からの類推による誤聞であると考
えられる。
　大正11年（1922〉9月の関東大震災によって高田商会の社屋は被害を受け，
湯島の高田邸も焼失してしまったが，灰煙に帰した書画骨董だけでも当時の
金額で「一千萬円の巨額を計上すると言はれ」ている（前出の『実業之日本』
大正14年3月15日号）。第一次大戦後の不況以降，様々な問題を内蔵してい
た当時の日本経済は，この時の災害と混乱によって大きな打撃を受けている。
更に，被災した企業の救済措置として講じられた支払猶予令（モラトリアム）
によって本来の救済対象となる震災手形に便乗した巨額の不良手形が振出さ
れる結果となった。こうして，金融機関をはじめとする数多くの企業の経営
悪化は，表面化しないまま急速に拡がっていった。
　なかでも，政府出資の特殊銀行である台湾銀行を筆頭に，のちに昭和恐慌
の引き金となった束京渡辺銀行などの8行で，震災手形総額（1926年末まで
約2億7千万円）の82．2パーセントに相当する巨額の債権を抱え込んでいた。
一方，震災手形の大口債権者としては，1925年末現在では鈴木商店の約7，190
万円が最高の債務額である。そして，高田商会が振出していた震災手形の総
額は751万円となっており，大口債務者に名を連ねていた。（21）
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4．大正14年の高田商会
　大正14年（1925）2，月21日付東京朝日新聞は，「多額の負債を抱え，つい
に破綻」の見出しに続いて，次のように報じている。
　　　「資本金五百万円の高田商会が，経営困難に陥ったことは震災以来の
　　ことで，震災によって機械その他手持ち輸入品を焼失した損害一千余万
　　円に達した上，震災後相当多額の思惑輸入をなし，為替相場の激変から
　　五，六百万円の損害を蒙り，その他損害合計で二千数百万円に達するに
　　至った（後略）。」
　更に，「同商会が経営している高田鉱業会社は，国防に関係ある製品を多
大な犠牲を払って経営しつつあるという理由で，前内閣（清浦内閣一引用
者）の勝田蔵相時代預金部から低資五百万円を融通することに決定していた」。
しかしながら，現内閣（第一次加藤高明内閣）は，大蔵省「預金部改造を標
榜して立っている関係もあり，右の低資を融通することを好まず，今月始め
に至りついに断然拒絶するに至った」と報じている。
　高田商会は「我が邦（くに）における有数の貿易会社で」あり，「万一同
商会が破綻する」ことになれば，「我が邦の経済界にかなりの影響を及ぼす
のみならず，国際的にも重大な波動を与えるをもって，これが救済を日本銀
行に仰ぐ必要あり」と憂慮されていたことが記されている。このため，前日
銀総裁井上準之助は，市来日銀総裁を訪ね，「更に浜口蔵相を官邸に訪い懇
請する処ある百方尽力したが，大蔵省の態度は同商会救済のために日銀より
資金を出すことに反対とて（中略），ここに全く高田商会の救済は一頓挫し，
同商会は破綻する他なきに至った」と，東京朝日新聞は伝えている。
　高田商会の機関銀行であった永楽銀行も，2月21日早朝から休業していた。
永楽銀行は，「天下の糸平」といわれた田中平八によって設立された帝国貯
蓄銀行を大正10年4月に引き取り，高田家が株式の半分以上を保有していた。
高田慎蔵の七男軍三が，同行の頭取に就任していた。
　このあと，地方の中小銀行が相次いで休業，営業停止あるいは合併に追い
込まれているが，やがて昭和2年の金融恐慌を迎えることになる。鈴木商店
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の経営危機が表面化した昭和2年（1927）3月3日の衆議院本会議では，鐘
ケ渕紡績社長であり，実業同志会所属の代議士である武藤山治が質問に立っ
ていたQ
　質問の趣旨は，現在の内閣は鈴木商店を救済しようとしているが，「何が
故に高田商会を見殺しにしたかと言ふことを聞きたいのであります。高田商
会は我国に於て，三井物産に次ぐ所の有名なる大貿易商であったのでありま
す（中略）。然るに憲政会内閣は，此の我国に於て最も古き歴史を有して居
る所の，内外に嘗て大信用ありし高田商会そして，大正9年の反動の為に，
為替の変動，其他より蒙った所の損失によって，ついに破綻せしめて之を見
殺しにし」てしまった。「然るに今日他の政商」たる鈴木商店を「救済せん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　　ンとせられる理由は，何れにありやと言うことを，私は伺いたいであります。」
2年前には高田商会を見殺しにしておきながら，今度は鈴木商店を救済しよ
うとするのは不公平ではないかと云うのが，武藤代議士の主張である。
　内外に広く知られていた鈴木商店も，政府に救済されることなく昭和2年
4月8日には支払不能に陥ち入っている。
　日銀の低利融資を得られなかった「高田商会の破綻は『政治的性格』を有
し」ていたという評価があるが，（23〉ひっきようは経営の失敗である。
　大正10年（1921）以降の世界は軍縮時代に入っていたが，兵器商社高田商
会にとっては好ましい状況ではなかった。更に，明治期にあっては欧米に発
注されていた主力艦も大正初期以降には国内で建造されるようになっていた。
　民需部門においても，高田商会が肝本総代理店となっていたウエスチング
ハウス社は，大正IO年に三菱造船株式会社との提携によって三菱電機株式会
社を設立している。ちなみに，三菱電機株式会社々長に就任したのは，予備
役海軍機関中将であり，三菱造船株式会社会長の武田秀雄である。これまで
欧米からの輸入に依存していた各種重機械も次第に国産化されてゆき，機械
輸入商社の存在価値が低下することになった。
　大正7年（1918）4月，三菱合資営業部が分離独立して，三菱商事会社が
設立されている。三菱合資は石炭の取扱いから出発したが，各種鉱物，雑貨
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へと商品分野を拡げてゆき，やがて機械器具も取扱うようになっている。三
菱商事は，高田商会とともに前述の三菱電機の株主　（三菱商事の特殊比率
6．6パーセント，高田商会3．1パーセント）であり，三菱商事・高田商会とも
にウエスチングハウス社の日本国内販売代理店となっていた。こうした財閥
系商社の新規参入によって，高田商会の従来の商権が蚕食されていったのは
いうまでもない。
　更には，生糸相場の暴落，思惑輸入の見込み違いあるいは，巨額の為替差
損，新規事業進出による資金圧迫あるいは経営陣への不信など様々なマイナ
ス要因が重なり合って，高田商会は経営の破綻を迎えることになったといえ
るだろう。
5．その後の高田商会
　高田商会は，大正14年2月に不渡手形を出しているが，翌月12日には同社
の整理案が策定されている。その骨子は，
1．現在の高田商会は整理会社として存続し，別に新会社を設立する。
2．新会社は株式組織とし，資本金300万円全額払込みとする。
3．右300万円に対して，ウエスチングハウス社の販売代理権を以って代償
　　する。
4．約10か月問の期限をもって，運転資金として150万円の一時借入れを行
　　う。
　などである。こうして新たに設立された株式会社高田商会は，大正14年8
月1日に営業を開始しているが，第二次高田商会の誕生である。
　昭和17年1月現在の「株式会社高田商会経歴書」によれば，東京市麹町区
九の内2丁目6番地（八重洲ビルディング）が東京本店所在地である。国内
では大阪，名古屋，門司の各地に支店を配置しており，中国大陸の大連，奉
天，新京（現在の長春），北京など6か所に海外支店がある。更に，呉，佐
世保，舞鶴，横須賀を含めて国内9か所に出張所が配置されているのは，依
然として海軍関係の仕事が多かったのだろう。台北，高雄，天津などにも海
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外出張所が設置されていた。
　戦中，戦後の混乱期を乗切った高田商会も，昭和38年には，その主力部門
が日綿株式会社（現在のニチメン）に吸収されてしまったが，その時，日綿
に移籍しなかった社員を中心に，現在も機械専門商社として高田商会は存在
している。かつて名門商社といわれたいくつもの商社が名実ともに消滅して
しまった事実を考えれば，高田商会の名が現在に残されているのは喜ばしい
ことである。
注
（1）　『実業之日本』第5巻第1号から9回にわたって「高田慎蔵氏経歴談」が連載され
　ている。明治35年に至る迄の慎蔵の経歴については，この座談記事を参照した。以下
　の本文においては『経歴談』と略記している。また，特に注記されていない場合の引
　用も，この『経歴談』に準拠している。
（2）旧高田商会常務志保井重要氏が記述した私家版『高田商会開祖高田慎蔵翁並　多美
　子夫人』（昭和25年12月刊）による。戦後の名残りを示す粗末な活字と用紙によって
　作られた本文70頁ほどの小冊子である。以下の本文では『高田商会開祖高田慎蔵翁』
　と略記する。
（3）慎蔵自身の『経歴談』には，この辺のエピソードは語られていない。志保井氏の回
　想『高田商会開祖高田慎蔵翁』と，慎蔵自身の『経歴談』の間には整合性を欠く個所
　がある。志保井氏の回想録が作成された時期は慎蔵の死後27年を経過しており，伝聞
　に基く記事は少くない。
（4）　『経歴談』には「ブア」と表記されているこのドイツ人の氏名Martm　M．Bair
　は英語風に「ベア」と呼ばれ，そのまま通用していたと思われるので，本稿において
　も「ベア」と表記する。
（5）　『イリス商会創業百年史一日独貿易史に対する一寄与』（昭和34年）
（6）　『明治奇聞』第二篇（大正14年3月刊）。河出書房新社『宮武外骨著作集第1巻』
　　（1986年）に復刻所収されている。
（7）鹿島卯女『ベルッ花一ウイン・ベルツ夫人の生涯』（鹿島研究所出版会　昭和48
　年）
（8）　『高田商会開祖高田慎蔵翁並　多美子夫人』には，この事件及びアーレンスに関す
　る多美子夫人の興味ある述懐が記されている。
（9〉築地居留地時代のオスカル・ヘーレンについては，川崎晴郎「築地居留地31番・32
　番一一東京における最初の外国商人の居住地（1）～（3）」（『都市問題』1985年8
　－10月号）に詳しい。
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（10）　井上浩一郎『日本近代造船業の展開』ミネルヴァ書房
（11）　笠井雅直「高田商会とウエスチングハウス社一1920年代『泰平組合』体制，その
　破綻（試論）」名古屋大学『商学論集』第59号第4号（199年3月）
（12）大倉組ロンドン支店は明治7年に開設されている。三井物産は明治10年にロンドン
　に代理店を設置し，同13年に支店を開設している。高田商会はその翌年にロンドン支
　店を開設した。
（13〉　同書の奥付に記されている経歴によれば，仲田定之助は明治21年（1888）東京生ま
　れ。錦城中学を中退して高田商会に入社。『下町っ子』が出版された昭和39年当時，
　昭和鉱石綿㈱社長及び，岩綿工業会副理事長に在職。なお，同氏の著書『明治商売往
　来』　（青蛙房　昭和45年）の「御雇外人」にも僅かながら高田商会に関する記述があ
　る。
（14）　篠原宏『日本海軍のお雇い外人一幕末から日露戦争まで』　（中公新書）
（15）　アンソニー・サンプソン，大前正臣役『兵器市場』T　B　Sブリタニカ
（16）　篠原宏『海軍創設史』リブロポート
（17）　水交社有終会機関誌『有終』昭和12年6月から翌年3月号に「山内万寿治中将述
　『回想録』」が連載されている。本来，非公開の手記であり，書かれた時期は明記さ
　れていない。
（18）　上記の『回想録』による。以下の本文における引用も同じ。
（19）　山本条太郎伝記編纂会『山本条太郎』。原本は昭和17年刊。昭和57年に復刻刊行
　（原書房）。
（20）盛善吉編『シーメンス事件一記録と資料』徳間書店
（21）　中村政則『昭和の恐慌一大不況と忍びよるファシズム』（小学館『昭和の歴史
　2』）
（22）　高橋亀吉編『財政経済二十五年誌　政治篇（中）』財界九州出版局
（23）前出の笠井雅直「高田商会とウエスチングハウス社」
参考資料
参考にした資料はその都度，本文及び注に明記しているが，更に以下の資料を参考にし
た。
　大山　梓　　『開市開港の研究』鳳書房
　山本有造　　『両から円へ一幕末・明治前期貨幣問題研究』ミシールヴァ書房
　週刊朝日編　　『値段史年表　明治・大正・昭和』朝日新聞社
　坂本藤良『日本疑獄史』中央経済社
　『近代日本綻綜合年表　第二版』岩波書店
　『明治ニュース事典』及び『大正ニュース事典』いずれも毎日コミュニケーションズ
　華族大鑑刊行会『華族大鑑』　（1990年覆刻）
　『日本人名大事典』（平凡社　1979年覆刻版）
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終りに
　35年間にわたって商社員の生活を経験した私には，今でも商社は華々しい
職場として記憶されており，眩い存在である。その一方で，安宅産業そして
伊藤萬株式会社という2つの名門商社の崩壊を身をもって体験した私は，明
　　　　　　　　　　イ治期以降の商社興亡史をまとめることを考えるようになっていた。その
手はじめに，高田商会の歴史を調べてみようと思いたったのは，私の遠い記
憶の中に，高田商会の名が残されていたからである。
　安宅産業株式会社社長及び会長を歴任し，日本毛麻織物輸出組合理事長な
どいくつかの貿易団体の名誉職にも就任した猪崎久太郎氏（故人）は，機械
畑出身の根っからの商社マンである。同氏は，大正14年に安宅商会（安宅産
業の旧称）ロンドン出張所に赴任しているが，その年に高田商会は倒産して
いる。世界有数の兵器製造業者であり，軍艦を建造する造船会社として知ら
れるアームストロング社の日本代理店であった高田商会は∋ロンドンでは，
日本を代表する貿易商社であると考えられていた。
　ところで，高田商会の英語名はTakata＆Co．，Ltd．であり，安宅商会
はAtaka＆Co．，Ltd．である。英国人にとって，この2つの会社の名称は
まぎらわしく感じられた。　「Atakaの社員だと言っても，いつも，Takata
の社員かと聞き返された」という猪崎久太郎氏の懐古談を，安宅産業の若い
社員であった私は聞かされたが，その時から，高田商会の名は私の記憶の中
にとどまることになった。
　明治・大正期の高田商会に関して現存する資料は極めて乏しく，社史のた
ぐいも作成されていない。しかしながら，長い歴史を誇る高田商会の流れを
汲む機械商社は現在も活動を続けており，その社名も立派に伝えられている。
現在の「第三次」とも言うべき高田商会の社長を経験され，今も同社相談役
の職にある大崎藤吉氏に初めてお会いしたのは，1993年8月である。こうし
て，高田商会の歴史に関する貴重な資料を大崎相談役から提供いただき，ま
た数多くの助言をいただいたことが本稿の執筆に役立ったことは言うまでも
ない。
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　ところで，明治・大正期における我が国商社史に関して，これ迄に私がま
とめたのが下記の論稿である。そのうちのいくつかは，本稿に至るまでの中
間的な成果であるが，これからまとめようとしている「明治・大正期商社の
興亡」に至るステップでもある。
　「安宅商会・辰丸事件と日糖事件　　明治期におけるある商社の苦闘」
　（『季刊糖業資報』1993年12月）
　「明治・大正期における商社の研究」　（『白鴎大学論集』1994年4月）
　「明治・大正期における兵器商社高田商会」（『白鴎法学』1994年4月）
　「鈴木商店と高田商会一明治・大正期における商社の2つのパターン」
　（『季刊糖業資報』1994年9月）
　「兵器商社高田商会の軌跡とその周辺」（『軍事史学』1995年3月）
　本稿を終えるにあたって，高田商会相談役大崎藤吉氏の御協力に改めてお
礼を申しあげる。また，資料の蒐集，原稿の整理などで桜美林大学講師児玉
悦子さんの協力を得たことも書き添えておきたい。
「灘1羅〕
一191一
